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液晶はテラヘルツ領域においても異方性を有することから近年注目されている。誘電体線路を

金属で挟んだ構造の NRD (Non-Radiative Dielectric) ガイドの誘電体部分を液晶に置き換えること

で低損失な液晶装荷 NRDガイド型テラヘルツ波移相器ができる。しかし、液晶層の厚さが数 100 

μm程度と通常のディスプレイ等のデバイスに比べ 100倍以上厚いため、電圧を除去した時の立ち

下がり応答時間が数 100 s と非常に長く、応用上問題がある。PET フィルムを挿入し、液晶層厚

を減少させることにより、立ち下がり時間がよく改善されるが、位相変化が大きく減少する[1]。

この問題を解決するため、本研究では配向ナノファイバー／液晶複合体の利用を提案する。 

複合体内では、図 1のようにナノファイバーが新しい界面の役割

を果たし、液晶分子から界面までの距離が実効的に短くなるため、

液晶層厚が薄くなったのと同様の効果が得られ、立ち下がり時間を

短縮させることができる。また、上下の金属基板に電圧を印加し、

複合体の誘電率を変化させることにより連続的な位相変化が得ら

れる。本研究では複合体のナノファイバーとしてポリアクリロニト

リル、ネマティック液晶として RDP-94990（DIC）を用いた。図 2（a）、（b）に 0 V と 40 Vの基準

電圧を印加した時の位相変化及び応答時間の印加電圧依存性の測定結果を示す。配向ナノファイ

バー／ネマティック液晶複合体の利用により、立ち下がり応答時間を従来の数 100 sから 0.1 s 程

度に減少することができ、

連続的かつ 360º を超える

位相変化量を得られた。ま

た、基準電圧を 0Vから 40V

に変化させることで小さい

位相変化を得る際の立ち下

がり時間が 1 s を超えたと

いう問題点が解決された。

1 s 以下の応答時間及び 360ºまでの可変な位相変化量を有する応用可能な移相器が実現できた。 
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